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研究成果の概要（和文）： これまで模写図で研究されてきた龍谷大学所蔵の『混一疆理歴代国都之図』に関して、研
究代表者および研究分担者は、デジタル復元図に基づき個別研究を進め、研究集会を経て2012年12月に龍谷大学で本図
に関する国際シンポジウムを開催し、シンポジウムでの報告を中心に研究成果を報告書としてまとめた。いずれも、『
混一図』研究の新しい方向性を示すものとして評価されよう。また、岡田は、デジタル復元の技術で本図の復元図を完
成させ、これもミュージアムで初公開した。さらに、龍谷大学図書館のホームページにデジタル復元図を公開したこと
によって、誰でもがアクセスして本図を見ることができるようになった。

研究成果の概要（英文）： About Map of Integrated Lands and Regions of Historical Countries and Capitals of
 the Ryukoku University possession that has been studied in a figure of copying so far, we held the intern
ational symposium about the original drawing after an individual study and study meeting based on a digita
l diagram of a restored building in Ryukoku University in December, 2012. And mainly on the report at this
 symposium, we settled results of research as a report. Both studies will be evaluated as a thing indicati
ng the new directionality of the study of the original drawing.
 In addition, Okada completed the diagram of a restored building of the original drawing in a technique of
 the digital reconstruction. We exhibited this to the public first in Ryukoku museum. Furthermore, I acces
sed it in anyone, and the homepage of the Ryukoku University library came to be able to watch this map by 
having shown a digital diagram of a restored building.
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１． 研究開始当初の背景 
（１） 研究分担者・岡田至弘は、龍谷大学 

「古典籍デジタルアーカイブ研究センター」

のセンター長を務め、1980 年代以降、大英

図書館が主催する国際敦煌プロジェクトに、

日本で唯一の研究機関として参加し、同文書

のデジタル化に取り組んできた。同センター

の研究成果として、デジタルアーカイブの方

法に基づき、古地図に記された劣化した地名

や地形の鮮明化が可能とされた。さらに原地

図の素材分析により、原型を可能な限り忠実

に復元し、新たな研究資料として検討するこ

とが可能となった。本研究はこれらの研究成

果を生かすべく実施されるものである。 

 

（２）龍谷大学所蔵の『混一疆理歴代国都之

図』（以下、『混一図』と略す）は、1402 年

に李氏朝鮮において作製されたもので、現存

する最古の世界地図の一つであり、モンゴル

帝国時代の世界が描かれている。古くから各

方面で注目されてきたが、原図に記されてい

る地名等の情報に関しては、劣化により判読

出来ないものが多かった。しかし、上記の成

果に基づく地名の鮮明化や色素・素材分析な

どによる復元方法が開発され、その結果、作

製時代の原型が忠実に復元されたことによ

り、原図の文字の解読が可能となった。 
 
２． 研究の目的 
（１） 従来、同地図は模写図に基づく地名比定 

が中心に行われ、モンゴル帝国時代の世界の諸相

を検討するとは言うものの、結局は比較的見やす

い、あるいは情報量の少ないイスラーム世界から

アフリカ地域の解析が中心であった。しかし、本

研究は、デジタル工学によって劣化した古地図の

復元を基本とし、そこに記載された地名を読み取

り、使用された顔料分析により本来の色彩を導き

出すことによって、この地図が示す基本的な特徴

を解析する。 

 

（２）特に、地図の中心を占め、膨大な情報

が網羅されているにも関わらず、これまで、

文字が不鮮明であるということから、研究対

象にならかった中国本土と東アジア海域、さ

らに、未解明な地名・情報が多い北東アジア

地域の歴史的な解析をめざす。 

 
３． 研究の方法 
（１） 本研究計画は、研究目的を達するた 

めに、次のように研究を分担する。岡田は、

これまでの成果をもとに、引き続き『混一図』

のデジタル復元に務め、さらなる鮮明化を目

指す。特に地図の中国本土・北東アジア地域

と海域の鮮明化を集中的に行なう。 

 

（２）そして、濱下・中村・村岡・渡邊らは、

地図上の担当する地域の地理情報を復元、解

読し、それらの地域に見られる政治的・経済

（商業）的・宗教文化的関係を解析する。担

当地域は、濱下は、東アジア海域および琉球

をはじめとする島嶼地域、中村は、北東アジ

ア地域とくにアムール川下流ならびにサハ

リン地域、村岡は、北中国およびモンゴル地

域、渡邊は、主に南中国を中心に中国全域を

担当するが、中国本土の情報は膨大な量であ

り、困難が予想される。そこで、森田が連携

研究者として参加し、その解析に協力する。

通常は、各人が個別に研究するが、それぞれ

の成果を年に 3回の研究集会で報告し、共同

性を高める。 

 

（３）また、モンゴル・中国・韓国の各研究

機関に所蔵される『混一図』に関連する古地

図の実地調査も行ない、現地の研究者との意

見も交換を行ない、多くの地図を相互に比較

検討することにより地名解読の精度を高め、

関連する文献資料も収集し、それらによって

より深い解析が可能となるはずである。 
 
４．研究成果 

（１）研究方法で述べたように、研究代表

者・分担者各人の専門とする地域、地図上の



担当する地域の地理情報を復元、解読し、そ

れらの地域に見られる政治的・経済（商業）

的・宗教文化的関係を解析することに努めた。

他機関への調査としては、日本では名古屋市

徳川美術館逢左文庫や京都市東福寺へ中国

古地図の調査に赴いた。海外では、中国洛陽

市の各研究機関、北京市中国社会科学院、台

湾の故宮博物院や国家図書館において、本図

に関連する古地図の調査を行い、関連する文

献資料も収集し、現地の研究者との意見交換

を行った。それらの文献や地図を相互に比較

検討し、本図の地名解読に精度を高め、深い

解析をする基礎を整えた。 

 

（２）岡田は、韓国国際文化フォーラムで『混

一図』はじめ、東アジア資料のデジタル化に

ついて講演し、濱下も韓国ソウルで、『混一

図』に関連する講演を行なっている。『混一

図』は、もともと 1402 年に李氏朝鮮で作製

されたものであって、韓国の研究者たちや一

般の間でも、その関心の高さが窺える。日本

でもこの図に対する一般の関心は高く、村岡

は、大阪毎日文化センターや神戸新聞文化セ

ンターの一般向けの講座で、『混一図』に関

する講演をし、研究成果を一般に還元した。 

 

（３）そのほか、研究成果は、各人が個別論

文として発表したのと併せ、2012 年 12月に

は、当初の計画通り、龍谷大学で国際シンポ

ジウムを開催し、研究分担者は各人の研究成

果を発表した。また、韓国梨花女子大学の趙

志衡氏を招いて講演をしていただき、代表者

の渡邊の総合司会を努め、シンポジウムを統

括した。シンポジウムには、韓国からも研究

者が多く訪れたが、シンポジウムは研究者だ

けでなく、広く一般の人々も対象としたので、

多くの聴衆が集まった。また、それに併せて

龍谷ミュージアムで『混一図』の原図を公開

し、併せて濱下、岡田、村岡が、閲覧に訪れ

た参観者を対象とした説明会を開いて好評

を博した。また、岡田は、デジタル復元の技

術で本図の復元図を完成させ、これもミュー

ジアムで初公開した。 

 

（４）2013年度は、主に 2012年 12月に龍

谷大学で開催した国際シンポジウムの報告

内容を各人がまとめることを最大の目的と

したため、各人には補助金を分配せず、今年

度の費用は全て報告書作成に使用すること

にした。報告書で濱下は、海洋から見た『混

一図』の歴史的特徴を明らかにし、研究協力

者の趙志衡は、『混一図』に描かれているア

フリカを他の古地図と対比し、その特徴を多

方面にわたって指摘した。岡田は、『混一図』

のデジタル保存・修復について提言し、『混

一図』の複製制作の過程を示し、その意義と

今後の課題を述べた。中村は、『混一図』に

見える中国東北地方の記述から、その地域に

居住する女真人の活動の様相を明らかにし

た。村岡は、『混一図』に記されるモンゴル

高原地域の諸都市から、モンゴルと商業ネッ

トワークの関係の重要性を指摘した。渡邊は、

『混一図』の彩色地名について、新見解を述

べている。いずれも、『混一図』研究の新し

い方向性を示すものとして評価されよう。 
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